
　　　　

　支援プログラム 作成日

なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

【親子で楽しむ行事】　・春の親子遠足　　・親子であそぼうウォーターパーク（水あそび）　・みんなでいっしょにえいえいおー（運動会）　・秋の親子遠足　　　・にこにこきらきらデー　　・お楽しみ会
【友だちと楽しむ行事】　・プール開き　　・七夕まつり　　　・七五三のお祝い　　　・クリスマス会　　　・豆まきの会　　　・お誕生会　　　・おやつクッキング
【安心・健康のための行事】　・避難訓練　　　・総合防災訓練（引き渡し訓練）　　・内科検診　　　・歯科検診　　　・身体測定

地域支援・地域連携

・卒園児の保護者（先輩パパママ）など、保護者同士でつながる機会をつくります
・当事者（保護者）の会などと、卒園後も連携しています
・地域のボランティアさん（読み聞かせ他）を受け入れ、交流をしています

職員の質の向上

・月2回　園内職員研修実施
・年3回　外部講師（臨床発達心理士）による指導及び研修を実施
・外部機関実施の研修に参加
・他施設（学校・園他）の見学、交流

事業の目的
心身の発達等に心配のあるお子さんに、個々に合わせた療育や集団参加を通して、一人ひとりの発達を支援します
保育士・看護師・相談員が、保護者や他の機関と連携して、お子さんの成長をサポートしていきます

・「伝えたい」「関わりたい」気持ちを十分に支え、育てていきます
・一人ひとりの表出や表現を、丁寧に受け止め、返していきます

・「人（大人・友だち）と関わるって楽しい！」を十分に味わいます
・隣接する保育園と日常的に交流し、子ども同士で育ちあう機会を大切にします

・ことば、喃語、しぐさ、ハンドサイン、視線など、それぞれの児が発する「思い」を見逃さず、適切に応じます
　　　　保育者が近くにいて、応じられるような体制をとっています
・不適切な表出の仕方（叩く、泣く、怒るなど）であっても、その奥の思いを読み取るよう保育者で検討し、適切な
　表現の仕方を知らせていきます
・歌あそび、絵本のよみきかせなど、言葉にふれる機会を多く用意します

・好きな人と好きな場所で好きなことをし、「楽しい毎日」が過ごせる、あそびの保障をしています
・クラスや担任は決まっていますが、それにとらわれず、園全体で全園児の把握と対応をしています
・隣接する保育園と、毎日互いに自由に行き来し、遊びの中で子ども同士が自然に交流をしています
　　　　児の様子に応じ、保育園のクラス活動や行事への参加もしています

保護者の方の送迎をお願いします
送迎時の保護者の方との連絡を大切にしています

・あそびの中で、丈夫なからだづくりをしていきます
・全身の感覚や、運動機能を使った活動を通し、その機能を伸ばしていきます

・見通しをもち、自発的に活動を選んで参加できるよう支援します

支　援　内　容

・園庭・室内で、思う存分からだを動かしてあそびます
　　　　広い園庭、固定遊具、築山、ブランコ、大型トランポリンやボールプール等のサーキット、園外へのお散歩　など
・夏は水あそび（大型プール）を十分楽しみます
・週1回、隣の保育園児と一緒にリズム交流を行います

・様々な活動やあそびを用意することで、自分で選ぶ、周りを見て学ぶ（真似する）力を育てます
　　　　制作あそび、運動あそび、感触あそび、個別のあそび、季節のあそび、ふれあいあそび、
　　　　クッキング、植物やいきものにふれる、当番活動　　　　など
・それぞれの児にとってわかりやすい形で、一日の見通しを伝えます

支援方針 ①人と関わる力を育てる　　　②楽しい毎日をつくる　　　③基本的な生活習慣を身につける　　　④丈夫なからだをつくる　　　⑤保育園児との交流を多くもつ

営業時間 送迎実施の有無
定期通園：月曜日～金曜日　／　９時00分～16時00分

※月に２回程度、短縮保育日（９時00分～13時00分）があります

家族支援

・保護者会（ふわり会）があり保護者研修会、保護者懇談会などを実施します
・保育参加を全員実施し、児のあらわれやかかわり方を共有します
・保護者参加行事を通し、「こどもと一緒に楽しい」機会を多くつくります
・地域の園や学校の見学等に同行し、児への対応などを一緒に考えていきます

移行支援

・日常的に、隣接する保育園と自由に交流をしています
・地域の園と交流保育を行います
・就学、転園の際には、移行支援票を作成し、丁寧に引き継ぎます
・職員が一緒に研修や検討をする機会を持ち、互いの園児や保育内容の理解をすすめて
います

本
人
支
援

・子ども自身が満足感、達成感を味わい、楽しく安心して過ごせる場をつくります
・児に応じた基本的生活習慣の獲得をめざし、「自分でできる力」と自信を育みます

・個に応じた「好きなあそび」が十分にできるよう、寄り添います
・ある程度決まったスケジュールはありますが、無理強いせず、子どもの気持ちが動くよう働きかけます
　　　子ども自身が一日の活動を決め、好きな場所で好きなあそびをします
・身の回りのことを、手を添え一緒に行うなど、個に応じ、スモールステップで行います

事業所名 島田市こども発達支援センター　ふわり 令和７年２月１日


